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8月に発生した詐欺の手口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月～8 月の被害 

 31 件約 1 億 7,741 万円 
※前年１月～８月 

３２件約２億７,１２８万円 

※数値は暫定。 

今後変わる場合があります。 

郵便局と警察官を名乗り、「詐欺グループに関与した疑いがあり、犯人と

して資産状況を確認する必要がある」との名目で、自宅に駐車中の車両

の後部座席付近に現金を置いて渡してしまった。 

長男、長男の取引先と鉄道駅を名乗り、「駅で取引に使うカード在中の荷

物を盗まれ至急お金が必要」との名目で、取引先の部下を名乗る者に、

自宅で現金を渡してしまった。 

ネットで副業と検索して出てきたサイトをクリックしたところ、「副業をす

るためには審査を受ける必要がある、すぐに返すので一度指定口座に入

金する必要がある。」と告げられ、ATM 及びネットバンキングで振り込ん

でしまった。 
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超高齢社会における
高齢者を巡る地域生活課題

－特殊詐欺等の高齢者の犯罪被害防止を中心に－

防犯講座 自分と大切な人を守るために、今できることを学びましょう！

主催 狭山市役所 交通防犯課 04-2937-6641 (平日9:00～16:30)

日時 11/6
14:00～15：30(受付13：45～)

会場 狭山市立中央公民館
3階第二ホール

対象者

市内在住・在勤・在学の方

定員

(先着)30名
申込方法

右の二次元コードから
お申し込みください。
(10/16(金)9：00～申込開始)

締切

11/4 (水)16：30まで

染田 惠 先生
そめだ けい

参加費

無料

プロフィール

「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」など、高齢者を狙う特殊詐欺が後を絶ちません。
被害に遭わないための大切な知識を、この機会に身につけませんか。

(金)

講演内容

市内の特殊詐欺等の発生状況について
(狭山警察署)

講師

染田 惠 先生

手話ご希望の方は10/30(金)まで

※窓口・電話申し込みも可

特殊詐欺などの犯罪被害にあわないために！
犯罪社会学や多様な心理学の視点から紐解く
高齢者の安全な地域生活と犯罪予防・被害拡大防止

京都市出身。法学博士・社会福祉士。1983
年の法務省入省以来、国家公務員として犯
罪者・非行少年の社会内処遇や犯罪予防の
実践・研究に長年従事。イギリス・アメリ
カ等での在外研究や国連機関（UNAFEI）教
官としての教育活動等、国際的にも活躍。
法務省の幹部職員ポストを複数歴任後、駿
河台大学法学部教授(専任)、早稲田大学法
科大学院兼任講師。豊富な実務・研究経験
を活かし、地域の防犯活動にも貢献。
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